
私達の大学の母体である岐阜済美学院は､今年

創立１００年を迎えています｡ 創立者である片桐

龍子先生の誕生日に因んで５月１４日に創立記念

礼拝を行っています｡

龍子先生は教育を通して戦争の無い社会の実現

のために一生を捧げた人です｡先生は､ 戦争の無い

社会を作る原動力は女性である｡ 何故

なら女は自分の体内に赤子を宿し､ 出

産の苦しみと喜びの中で命の大切さ､

神秘さを実感する｡ 神様から与えられ

た命の大切さを実感している女性が､

もっと賢くなれば戦争の無い世界が実

現すると考えられました｡ その当時､

女性は教育を受けるよりも労働を強要

されていた時代でした｡ 女子教育の充

実のために学校を創立すると共に､ 学

校に入学できない人たちの為に多くの本を書き､ 全

国各地を講演してまわられました｡ それらの本やお

話は､ 向上心に燃えていた人達の心に､ 砂地に水

が浸み込むように､ 生きる力となって浸み込んでい

きました｡ 先生が書かれた書物の多くは東京の国

立図書館の蔵書となっています｡

｢郷土に輝く女性｣ の一人として教育史に名を残

しておられますが､ 苦労が無かったわけではありま

せん｡ むしろ苦労と悲しみの連続でした｡ 学校創

立以来､ 二人三脚で歩んできた夫の龍三郎先生は

病の為に先立たれ､後継者として望みを託していた

一人息子も病死､ ご自分も太平洋戦争直後､ その

信仰故に公職追放の身となります｡おまけに土地の

事で難題がふりかかります｡ 高校を広い場所に移

転するために神様に祈り続け､ ここぞと決めた土地

の地主の家に毎日毎日座り込んで手に入れた農地

が､ 農地改革により農地の所有者自身が耕さなけ

れば国に没収されるごとになったのです｡ 先生は自

ら田んぼに肥料をやり､ 慣れない農作業を一人でや

り続けて土地を守られました｡ 後に､ そこに孝先生

によって建てられた校舎を眺めて喜び

の涙を流しておられた光景を覚えてい

ます｡

一方､後継者となった孝先生も学校

を守るために孤軍奮闘でした｡本来後

継者となるはずであった登喜夫先生か

ら妻の孝先生への遺言は ｢学校を頼む｡

母と子どもを頼む｣ でした｡ 子育てを

しながら､ 理事長・校長として学校経

営に必死な毎日でした｡ 戦争に負けた

日本は貧しくて､ 子ども達を私立高校へ進学させ

るゆとりのある家庭は少なく､ 高校は存亡の危機に

ありました｡ 大阪から嫁いできたので､ 岐阜の教育

界に恩師や知人はほとんどありませんでした｡ 自分

のクリスチャンとしての信仰を拠り所として､ キリ

スト教主義を建学の土台に据えた教育理念の再構

築を決断・実行されたのです｡ その後も困難は続

きましたが､ ｢インマヌエル (神､ 共にいます)] と

祈りながら､ 堅い信念に立って明るく生きられたの

です｡ 晩年､ 『桐ヶ谷通信』 に次のように記されて

います｡ ｢生きるか死ぬかの病床にある時､ 『主の祈

り』 を捧げる気力も体力もなく､ ひたすら 『インマ

ヌエル (神､ 共にいます)] と祈り続けた｡
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讃美歌の歴史は古く､ キリスト教の共同体は初代教会の時代から ｢歌｣ の

形式で自分たちの信じる神様を ｢褒め称える｣ ことをし続けてきました｡

その長い歴史の中で讃美歌は様々に姿を変えてきました｡ 通常の礼拝で歌

い継がれてきた ｢讃美歌｣ だけが唯一のものではありません｡

奴隷としてアメリカに連れてこられたアフリカン・アメリカンの人々は自分たちの体験から ｢黒人霊

歌｣ を生み出し､ のちのそれはゴスペルの形となり現代にいたっています｡ また､ 現代の米国ではいわ

ゆる“	
���������”や“��� (�
�����
�����������������)”という新しい讃美歌のジャンルが確

固としたキリスト教音楽の中での位置をしめるようになってきました｡

今回はこうした讃美歌の中から比較的新しいものを紹介しながら､ 皆さんとご一緒に実際に賛美をす

るときを持ちたいと思っています｡

�	
������

関谷 直人 (せきや・なおと) ����年大阪に生まれる｡ 同志社大学大学院神学研究科博士課程前期終了｡

�����������
��
�
�������������において  
��
�
!��������取得｡ 現在､ 同志社大学神学部教授｡

実践神学担当 (説教学､ 牧会学､ パストラルカウンセリングなど)

著書に 『牧会の羅針盤"""メンタルヘルスの視点から』 (キリスト新聞社､ #��$年) 『現代の教会を考

えるブックレット１ ｢健康な教会｣ をめざして"""その診断と処方"""』 (キリスト新聞社､ #���年) 『京

都アカデミア叢書第�号 ｢こころのチカラ｣』 (共著､ コンソーシアム京都､ #���年) 『バッハのコラー

ルを歌う 名曲$�選』 (共著､ キリスト新聞社､ #���年) 『ドメスティック・バイオレンス そのとき

教会は』 (翻訳､ 日本キリスト教団出版局､ #��$年) 『クリスマス音楽ガイド � 付』 (共著､ キリス

ト新聞社､ #��$年) 『現代キリスト教カウンセリング�巻 適応と不適応のカウンセリング』 (共著､ 日

本キリスト教団出版局､ #��#年) 他､ 『信徒の友』 において ｢ヒット曲の神学｣ を連載｡ 李刊誌 『ミニ

ストリー』 にて ｢牧会指南｣ を連載｡
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